
 

   
  

                   

 

感感感謝謝謝をををいいいろろろいいいろろろななな表表表現現現ででで伝伝伝えええよよよううう   

母母母ののの日日日・・・日日日本本本語語語授授授業業業・・・楽楽楽器器器演演演奏奏奏   
  

皆様こんにちは。日本では入梅を迎え、暖かさから暑さへと

変化をしている時期でしょうか。カンボジアは雨季に入り、ス

コールや雷雨が多くなってきました。 

今回のドリーム通信では母の日のイベント、日本語授業の再

開、楽器の演奏を初披露したことについてお伝えしたいと思い

ます。 

いつもお世話になっている保母さんへ 

子どもたちの身支度や体調を崩した時の通院の付き添いや

看病、食事の準備など、毎日子どもたちのことを一番近くで見

てくれている保母さんに日ごろの感謝の気持ちを込めて、保母

さんからリクエストのあったハヤシライスを子どもたちで作

ることにしました。現在部屋を１つの家族として食事は部屋ご

とに作っている為、各部屋の子どもたちが部屋の担当保母さん

の為に、美味しいハヤシライスを作ろうと力を合わせました。 

野菜の大きさ、ルーを入れるタイミングや水の量を細かく聞

くグループ、自己流で作るグループ、調理を通して部屋のグル

ープそれぞれに色があるという新しい気付きもありました。皆

で協力し、美味しそうなハヤシライスが出来上がりました。 

全員で「いただきます」をする前に、皆を代表してフン・パ

エット（高１・男）から保母さんへ「いつもたくさん迷惑を掛

けてしまってごめんなさい、それでも僕たちのことを見捨てず

大切にしてくれてありがとう」と涙ぐみながら懸命に伝えまし

た。 

                     保母さんから「おいしい！」と褒めてもらい、子どもたちか

ら思わず笑顔がこぼれます。 

母の日だけでなく、普段から保母さんや支えてくれている人

たちへ感謝し、その気持ちを言葉にして伝えることが出来る子

に育ってほしいと思います。 

日本語授業再開 

子どもたちを長らく待たせてしまっていた、日本語授業を５
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子どもたちが感謝を込めて作ったハヤシライス 

中１ ひらがな、カタカナを書く練習中 

お母さんいつもありがとう 



月から再開しました。今回は全員の子どもに日本語に触れても

らおうと、学年別４グループに分け日本人職員２名で２クラス

ずつ受け持ち、クラスに合わせたやり方で文字や単語の読み書

きを教えています。まだ始まって２ヶ月ですが、子どもたちは

興味を持ち集中して勉強に取り組んでいます。子どもたちのノ

ートを見ると、学校の字が雑で先生によく注意されている子が

日本語をとてもきれいに書いていたり、復習しやすいように工

夫して書いている子がいたり、授業以外の時間に文字を書く練

習をしている子がいて、今後に期待出来そうです。 

「お客様と日本語で話しがしたい」「日本語でお母さん（里

親様）に手紙が書きたい」と話す子どもたち。日本語を勉強し

ていく中で今よりもっと日本に興味を持ち、将来日本とカンボ

ジアの架け橋になることが出来る子どもが出てくることを期

待しています。 

リコーダー・ピアニカ演奏を披露しました 

                     新たにリコーダーとピアニカのご寄付をたくさん頂きまし

た。小さい子どもたちは楽器が届くと、１人１つ貰えるものだ

と思い大喜びしていましたが、今後演奏が出来るようになった

大きい子どもたちが小さい子どもたちに教えられる日が来る

まで大切に保管しておきます。 

                     練習を始めて２ヶ月が経った頃、子どもたちにお客様の前で

演奏を披露するか意志を確認し、挑戦すると決めた子どもたち

がお客様の前で楽器の演奏を披露することにしました。来園前

日に歌と楽器を合わせて練習し、お客様の前で披露をしても恥

ずかしくないと判断し、当日を迎えました。 

                     緊張の面持ちで準備を始めた子どもたちですが、それぞれが

今出来る精一杯の力を発揮することが出来ました。お客様の前

で演奏したことが自信に繋がり、新しい曲に挑戦してみたい、

他の子が演奏するのを聞いて自分もやってみたいと希望する

子がたくさん出てきました。 

日本では音楽の授業があり、幼稚園からピアニカを始める所

もありますが、カンボジアの学校には音楽の授業はなく、学ぶ

環境がない中、皆様からいただいたご寄附で子どもたちが音楽

に触れる機会を作ることが出来ました。子どもたちの「やって

みたい」という気持を大切にしていきたいと思います。 

今後は楽譜を読めるようになることはもちろん、アルトリコ

ーダーやピアニカとの演奏が出来る子どもが増えていくこと

を目指していきます。 

また演奏だけでなく、頂いた楽器を大切に扱うこと、物を大

切にすることも同時に伝えていきたいと思います。 

                     音が揃う喜び、音の重なる美しさを学び、音楽に興味を持ち、

もっと好きになってもらえるように指導していきたいです。 

リコーダーとピアニカありがとうございます！ 

ソプラノリーコーダーを演奏しました 

ピアニカは６名が演奏しました 

新しく覚えた単語を皆の前で書きます 


